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「栗東ゆかりの
　戦国武将・宮

み や ぎ

城豊
と よ も り

盛」

戦
国
時
代
の
近
江
国
（
滋
賀
県
）

で
は
、
多
く
の
武
将
た
ち
が
活
躍
し

ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
宮
城
豊
盛

（
１
５
５
４
～
１
６
２
０
）
と
い
う

戦
国
武
将
が
い
た
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？

豊
臣
秀
吉
や
徳
川
家
康
に
仕
え
た

宮
城
豊
盛
は
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
、
東

坂
村
（
現
在
の
栗
東
市
東
坂
）
や
手

原
村（
現
在
の
栗
東
市
手
原
）、ま
た
、

大
橋
村
（
現
在
の
栗
東
市
大
橋
）
な

ど
に
５
０
０
０
石
の
所
領
を
与
え
ら

れ
、
大
橋
村
に
屋
敷
を
構
え
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

慶
長
３
年
（
１
５
９
８
）
に
豊
臣

秀
吉
が
亡
く
な
る
と
、
徳
川
家
康
の

指
示
に
よ
っ
て
朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
、

朝
鮮
に
出
兵
し
て
い
た
武
将
た
ち
の

帰
国
に
尽
力
し
ま
し
た
。

ま
た
、
慶
長
10
年
（
１
６
０
５
）

に
は
、
豊
臣
秀
頼
の
も
と
で
京
・
金

戒
光
明
寺
（
現
在
の
京
都
市
左
京
区

黒
谷
町
）
の
阿
弥
陀
堂
再
建
の
普
請

奉
行
を
務
め
ま
し
た
。

激
動
の
時
期
に
お
い
て
、
石
田

三
成
の
挙
兵
を
徳
川
家
康
に
報
告

し
、
慶
長
19
～
20
年
（
１
６
１
４
～

１
５
）
の
大
坂
冬
の
陣
・
夏
の
陣
に

も
参
加
す
る
な
ど
、
歴
史
上
の
重
要

な
場
面
を
生
き
抜
い
た
武
将
で
も
あ

り
ま
す
。

晩
年
は
、
慈
照
寺
（
銀
閣
寺
）
の

再
建
や
、
知
恩
院
の
山
門
お
よ
び
経

蔵
の
建
立
な
ど
の
普
請
奉
行
を
務

め
、
京
に
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、元
和
６
年
（
１
６
２
０
）

に
京
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
城
豊
盛
の
墓
は
、
栗
東
市
東
坂

の
阿
弥
陀
寺
に
あ
り
ま
す
。

天
正
９
年
（
１
５
８
１
）、
阿
弥

陀
寺
は
、
火
災
に
遭
い
、
堂
舎
が
焼

失
し
ま
し
た
が
、
当
時
、
同
所
領
を

治
め
て
い
た
宮
城
豊
盛
が
尽
力
し
、

再
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
関
係
か
ら
、
阿
弥
陀

寺
で
宮
城
豊
盛
の
墓
が
営
ま
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
２

月
29
日
㈯
に
、
栗
東
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
観
光
ガ
イ
ド
協
会
と
の
共
催
で
、

宮
城
豊
盛
に
関
す
る
歴
史
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
来
月
号
の
「
お
知
ら

せ
版
」
に
掲
載
予
定
で
す
。
栗
東
市

に
ゆ
か
り
の
あ
る
戦
国
武
将
・
宮
城

豊
盛
に
つ
い
て
、
お
知
り
い
た
だ
く

良
い
機
会
で
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問栗東歴史民俗博物館　
　☎ 554-2733　　ＦＡＸ 554-2755
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宮城豊盛像（栗東歴史民俗博物館 所属）

問
幼
児
課

　

☎
551-

０
４
２
４　

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
の
12
か
条
22

《葉山幼児園》「考えて行動できる子どもに」

先
日
、
園
内
作
品
展
を
開
催
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
廃
材
な
ど
の

色
々
な
教
材
を
使
い
、
無
心
で
作
っ

た
作
品
は
、ど
れ
も
個
性
に
あ
ふ
れ
、

素
敵
な
も
の
で
し
た
。

夢
中
で
一
つ
の
こ
と
に
向
か
っ
て

い
く
無
邪
気
な
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、

園
生
活
の
中
で
は
「
こ
れ
で
い
い
か

な
？
」
と
振
り
返
り
、
考
え
て
行
動

す
る
こ
と
が
必
要
な
場
面
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
お
も
ち
ゃ

の
取
り
合
い
に
な
っ
た
時
「
大
き
な

声
で
相
手
を
驚
か
せ
て
、
自
分
の
物

に
し
て
も
い
い
の
？
」「
ど
う
す
れ

ば
、
使
い
た
い
気
持
ち
を
相
手
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
？
」な
ど
、

子
ど
も
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
手
を

洗
う
場
面
で
は
、「
手
を
水
で
ぬ
ら

す
だ
け
で
い
い
？
」「
何
の
た
め
に

す
る
の
か
な
？
」
と
、
問
い
か
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
普
段
、
繰
り
返

し
何
気
な
く
行
っ
て
い
る
生
活
習
慣

に
「
な
ぜ
？
」
と
考
え
る
機
会
を

子
ど
も
た
ち
か
ら
奪
っ

て
い
な
い
か
、
保
育
者

自
身
が
振
り
返
り
保
育

を
す
る
よ
う
に
、
心
が

け
て
い
ま
す
。
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